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ロレンツォ・デ・メディチ研究所における

絵画カリキュラムについて1）

野　村　正　則

Painting Curriculum of Scuola Lorenzo De’Medici

　　　　　　　　　MASANORI NOMURA

　　　　　　　　　はじめに

　1988年８月末より11月中旬までヨーロッパに

おける美術研修1)の機会を得た。

　そのうち９月10月の２ヶ月間はイタリア中部

のルネッサンス都市フィレンツエ2)に滞在し，

イタリア各地のルネッサンス絵画を鑑賞する一

方，ロレンツォ・デ・メディチ美術研究所に在

籍し絵画実技の講座を受講した。この講座は比

較的初心者向けに設定されたものであったた

め，自己の絵画をはなれ，造形の原点にたちか

えって基礎造形の大切さを再認識することがで

きた。また通常１ヶ月で完了するコースを２ヶ

月間受講したことにより，講座全体のカリキュ

ラムの流れや変化，前月との違いなど比較する

こともでき，指導教官カテリーナ教授3)の指導

法やカリキュラムの組み立てなど，多くの初心

者向け実技指導法を学ぶことができた。今回は

この講座のカリキュラムを紹介することによ

１）本報告は1988年度別府大学短期大学部国外研修の

　　ひとつとして別府大学及び私学研修福祉会の助成

　　を受けたものである。このことを記して，ここに

　　感謝申しあげます。

2）Firenze

3）Professor Katherine Desjardins.

4）via Ricasoli，9（Lato Duomo）

5）via Faenza N.43

－83

り，初心者向け絵画指導のあり方について考え

てみたい。

ロレンツォ・デ・メディチ美術研究所

　この研究所は，近年までフィレンツェ市の中

心ドーモ広場の南面に本部を置いていたが，現

在はドーモ広場から北にのびるリカソーリ通り

９番4)に本部を置いている。絵画,彫刻，グラフ

ィックデザイン，写真，工芸，美術史等美術の

全般に渡る講座を有するとともに，語学講座も

併設し世界各国からの留学生を受けいれてい

る。しかし，これらの講座は本部のある一ケ所

で行なわれるのではなく，市内各地の古い教会

や，家具工房，作家のアトリエ等を使用して少

人数で実践的に行なわれるといったユニークな

方法をとっている。

　私の受講した絵画コースは，フィレンツェ駅

　(フィレンツェ・サンタ・マリア・ノッヅェラ

駅)より徒歩５分程東側のファエンザ通り43

番5)にある古い教会をアトリエとして使用して

いたが，初心者向けのためかドローイングコー

スと曜日を決めて交互に使用していた。また語

学教室も隣接していて基礎課程の拠点といった

感じがした。

絵画コース

　絵画コースは１ヶ月コース，３ヶ月コース，
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6ヶ月コース，１年コースがあるとのことだっ　　くよう指示された。また，この日のモデルはピ

たが滞在期間の都合上１ヶ月コースを２回受講

することにした。　１ヶ月コースの所用時間は，

週９時間，１ヶ月４週で計36時間である。　９月

の最初の週は５日月曜日にオリエンテーション

が行なわれた後，一日３時間づつ３日（火，木，

金）開講されたが以後は，１日4.5時間づつ月，

金の２日となった。この点に関してカテリーナ

教授から「せっかくフィレンツエに来たのだか

ら素晴しいルネッサンス美術をより多く鑑賞し

てほしい，ついては美術館の休館日の月曜日と

他に１日のみ金曜日をレッスンに当てる」との

説明があった。

絵画コースのカリキュラム

１．クロッキー（３時間）

　鉛筆で裸婦のフォルムをとらえる。　１ポーズ

10～30分ぐらいで，両足で立つ，棒にすがって

立つ，イスに座るなど10ポーズを描写した（写

真－１）。

２．明暗表現（３時間）

　習作用の紙（50×70cm）に油絵の具を使用，

色はチタニウムホワイトとピーチブラックの

み。イスに座っている裸婦の手か足のみを描く

よう指示された（写真－２）。

３．スキンカラーの表現（３時間）

　肌の色には，ピンク系，オレンヂ系，茶系の

３種類があることと，それぞれの系統の構成色

の説明後，イスに座っている裸婦の手か足を描

写真－１　クロッキーとアトリエ内部

84

写真－２「足」の白黒のみによる表現

写真－３　「手と足」スキンカラー表現



ンク系の肌のため，カドミウムレッド，カドミ

ウムイエロー，イエローオーカー，レモンイエ

ロー，チタニウムホワイト及びやや冷たい肌色

を得るためのウルトラマリンを使用するのが望

ましいとの説明もあった。むずかしい課題とは

思われなかったので，手と足両方を描いた（写

真－３）。

４．マイナス表現（4.5時間）

y-

写真－４　マイナス表現された人体

　　　　　(長浜克彦氏6)の習作)

　　　　　　写真－５　裸婦習作Ｉ

６）建築家,イタリア語習得のためイタリアに滞在中，

　　1988年10月ロレンツォ・デ・メディチ研究所，絵

　　画コースに在籍

　　　　B�ldin可Ｂゆ卸Ｕｎｉむes尚丿回1ior Coll収c,9（1990）

　白い紙に着彩するというオーソドックスなプ

ラス表現に対して，紙をアンバーやオーカーな

写真－６　男の顔

写真－７　男の上半身

85－
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ど低明度のモノクロームに塗った後，揮発吐の

油で拭き取っていくというマイナス表現によっ

て裸婦を表現した（写真－４）。

５．固定ポーズＩ（９時間）

　ここで初めての固定ポーズを描いた。茶系の

写真－８　最初のピンボケスライドとそ

　　　　　れを見て描きはじめた学生

写真－９　ややピントを合わせたスライド

写真－10　ピントを合わせ正しい位置に

　　　　　置かれたスライド

－86

肌のモデルの座ったポーズを紙（50×70cm）に

油彩で（写真－５）。

６．固定ポーズII（9時間）

　男の着衣像の固定ポーズだったが顔を大きく

描くようにとの指示であった。　２日間（９時間）

の課題だったが，２日目は描き続けることに限

写真－11　ピンボケスライド（写真－８）

　　　　　を見て描きはじめた頃の習作

写真－12　ピンボケスライド（写真－９）

　　　　　を見ながら描き終えた頃の習作



界を感じたため教授の了承を得て，上半身を描

いた（写真－６，７）。

７．色彩のコンポジション練習（4.5時間）

　スクリーンに映し出された完全にピンボケの

スライドを見て，各自の画面に色を置くように

指示。 10～20分ごとに少しづつピンを合わせて

行った（写真－８，９）。

　３度目のピン合わせで色面がほぽ決定すると

描画は打ち切り，スライドのピンを合わす。よ

く知っている名画の左右や上下の反転や，裏返

しなどが表れる（写真－10）。その描画過程（写

写真－13　人体を１辺でカットした構図

写真－14　人体を２辺でカットした構図

B�1函lｎげBゆ陣Un辿�妙Jni･or COU啄e，9（1990）

写真－15　人体を４辺でカットした構図
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写真－16　用紙1/4のスペースに人体を

　　　　　入れた構図
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真一11 ・12)。

8.構図練習(4.5時間)

　人体を部分的に描く。一枚目は人体が画面の

一辺によって切られるように入れること，二枚

目は人体が画面の二辺によって切れるように構

図を考えること，三枚目は三辺で，四枚目は四

辺全部で人体がカットされるようにとの指示が

ｒ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
１
　
　
　
　
可

写真－17　モノクロームの静物

写真－18 モノクロームによる表現
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あった｡また最後の一枚は画面の1/4のスペース

に人体を入れた構図にするようにとの指示であ

った（写真－13～16）。

9.コントラスト練習（4.5時間）

　モノクロームの静物４種（ピンクの炊事用手

袋，うるし塗りの天狗面，ブルーの石コウ小立

像，テラコッタのマスク）を強いスポットライ

写真・19　固定ポーズⅢ

写真－20　人体を画面いっぱいに入れた習作

写真－21　固定ポーズIIIのためのバック設定



卜の下で一点づつ順次与えられた（写真－17 ・

18）。

10.固定ポーズIII（7時間）

　もたれる裸婦を回りのスペースを大きく表現

せよとの指示（写真・19）。

11.固定ポーズIV（6.5時間）

　IIIと同じポーズを見る位置を変え，人体を画

面いっぱいに入れよとの指示（写真－20）。

12.コンポジション練習（4.5時間）

写真－22　油彩によるコスチューム習作

写真－23　パステルによるコスチューム習作

89

　　　　B仙ehげBゆ卸U㎡wsi妙Junioy Col㎏e，9（1990）

　ピンをずらしたスライドを使用してのコンポ

ジション練習。９月（７，で紹介）と同様のた

めここでは略す。

13.固定ポーズV（9時間）－

　着衣の女性の固定ポーズで２回続きの題材だ

ったが最後の日は油彩で描くと持ち帰りに困る

ため，２日目はパステルで描いた（写真－22 ・

23）。

考　察

　以上紹介した72時間（２ヶ月間・17回）のカ

リキュラムは，私の知り得る範囲の日本の美術

学校と少し趣を異にしていた。また１ヶ月コー

スを２ヶ月に渡り受講したため，10月に入ると

大部分の学生は新入生となり，私達が９月に学

んだカリキュラムをほぽ同じペースで練り返す

結果となり，自分の前月のカリキュラムを客観

的に理解することもでき，また前月との指導法

の違い等も比較することができた。以下日本の

指導内容との違いを主に考察してみたい。

１．習作用紙について

　日本では油彩を紙に描くことはむしろタブー

視されている。戦後の物不足の時代を除けば，

学生であっても習作時よりキャンバスを使用す

るのがあたりまえになっている。しかしこの研

究所で使用した習作用紙は適度の油の吸い込み

により乾きが速く，絵の具ののりも良く非常に

描き易かった。しかも安価（50×70cm大・500

g約20枚が400円程度）であり，仕事の速さと枚

数が要求される習作にとっては大変便利な素材

と感じた。日本に帰って何種類かの紙で試みた

が，安価な画用紙では油性分の吸い込みが大き

すぎ筆さばきが悪く非常に描きにくい，むしろ

７)国際照明委員会(CIE)では1931年に標準となる光

　　源を次のように定めた。

Ａ光源：タングステン電球による夜の光を代表する光

　　　　源

Ｂ光源：太陽つまり正午の昼光

Ｃ光源：太陽光に青空の光の加わった昼の光

この中では，Ｃ光源が，晴天時の北窓からの昼光のこ

とでもっとも色を見るのに適した光源である。
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ケント紙やクロキー用紙などコーティングした

紙のほうが筆さばきが良く描き易い。習作段階

ではキャンバスにこだわらず，仕事が速く安価

な紙を使って，多くの体験を積むことの方が絵

の具の性質や物の見方を学ぶ上で効果があるの

ではないかと感じた。

２．光線及びスポットライトの使用について。

　晴れた日に北窓から入る自然光は色を決定す

る基準7）にされることでも解るように最も美し

い。日本の美術学校ではほとんどが北窓のアト

リエである，また人工光線を用いても，この北

窓の光線になるべく近くなるよう一方向からや

わらかい光を設定する場合が多いように感じ

る。古い教会を使用したこの研究所のアトリエ

は自然光は全く望めないために人工光線を使用

しているがライティングの方法が今までの私の

体験とまるで違っていた。天上からの螢光燈は

自然光に近く気にならないがモデルやモチーフ

に対しては更にスポットライトを当て強い明暗

を作り出す。特にモデルに対しては左右からス

ポットライトでライティングすることにより，

人体の表面に強い明暗の違いをつくり出し，初

心者でも面の方向の違いを容易に理解できるよ

引こ配慮され感心した。また光をあびた明るい

人体と暗いバックとの関係は空間の意識を喚起

するにも効果があり，強烈なコントラストはま

るでバロック絵画をみているような印象であっ

た。

３．指導について

　指導のテンポは非常に早く，１ポーズ（日本

では普通20分だがここでは40～60分）中に１人

に対して１～３回のアドバイスがあった。

　このため指摘された所を直しているともう次

の指摘をされるといった調子で，じっくりと考

える時間はなく，半ば教授のペースで描かされ

ているといった感じであった。この事の善し悪

しは別にして，教授の色彩に対する感覚は非常

にするどく，少七でも調子の甘い部分があると

　「モアウォーム」「モアクール」「モアダーク」

などと的確に指摘され息をぬけなかった。私が

今まで学生を指導する時などは全体の雰囲気が

良ければ部分に多少色味の気になる所があって

も妥協してしまっていたが，部分の色彩の違い

も徹底的に指摘されると，それが積み重さなっ

て全体の色調が厳しくなって整うことが理解で

き，徹底した色彩指導の必要性を考えさせられ

た。

４．物の見方について

　９月の第１日目は裸婦クロッキーだったが，

10月の第１日目はモデルが居るにもかかわらず

新入生は自分の手をデッサンするように指示さ

れた。しかもその方法は最初の１枚目は，自分

の手を見つめながら鉛筆で描くのだが，自分の

描く用紙は見ることができない姿勢をとらされ

ていた。右脳と左脳の機能の違いも説明してい

た事から推測して，Ｋ･ニコライデス8)の純粋輪

郭画法9)を試みていたのではないかと思う。概

念による見方を迂回する試みはピンボケのスラ

イドを使った指導の際も取り入れられており，

教授が初心者指導の有効な方法の一つとして概

念くだきを考えていたことは確かであり共感し

た。

90－

写真－24　個展風景（イタリアでの習作とそ

　　　　　れを基にした帰国後の作品）

8）Nicolaides，K.The Natura1 Way to Draw.

　　Boston : Houghton Mittlin,1941.

9）盲目輪郭画法とも呼ばれる。この描法は，自分が

　　どう描いているか見えないようにすることによ

　　り，第一に眼の前にある視覚情報（描こうとする

　　物）に注意をすべて集中すること。第二に見てい

　　るものだけを描こうとし，知っている物を描こう

　　とする気持（概念視）を迂回する効果があると言

　　われている。



おわりに

　ロレンツォ・デ・メディチ美術研究所におけ

る２ヶ月間は，自己の制作に行きずまりを感じ

ていた私にとって多くの考える時間を与えてく

れた。また初心者に対する指導法は得る所が多

く今後の学生指導に大いに役立てたい。

　また，1989年６月１日～６日にはラ・ポーラ

大分1o）に於て，今回のイタリアでの研修の報告

を主体とした個展田を開催した（写真24）。

　最後に指導教授の所見（英文）をもってまと

めにかえたい。

Bu面面屏Bゆ卸Uy前屈ty J14niorCOU曙e，9（1990）

参考文献

　ペティ・エドワード12）北村孝一訳ﾕ脳の右側で描け」

1981マール社

　滝本孝雄・藤沢英昭「入門色彩心理学」1977大日本

図書

10）大分県別府市新港町4-7

11）野村正則個展－イタリア美術研修とヨーロッパの

　　旅展一御来場・御高評下さいました多くの方々に

　　感謝申しあげます。

12）Betty Edwards “Drawing on the Righe side of

　　the Brain”1979.

10RENZO DE゛MEDICI

　　乙WGCﾉﾒり哨茫CC尾瓦痢A

　STUDENT RIPORT
　-

　　FOR

MASANORI　　NOMURA

Art Profes8or゛s Views on Student゛s Work

NQmura attended my Painting course here at Centro Lorenzo da゛Medtci for

during the months of SePteTnber and october 1988.Thecourse consisted of

g hours weekly in-clas● 1nstruction of oil paintin8 techniques usin8 nude

models， st111－11fe object8， as well as a brief serie8 of exercises from

nGreat Master” paintings・

During this relatively short Period of 2 month8， Nomuri and l worked

closely to8ether on strengthening particular asPect8 ･of his Paintin8･

Such aspects inCluded: modulation of fonl through colour， 1ntensification

of colour， composition anddescr1Ption of form throu8h theu8eof various

brushstroke8.

Noauralsserious attitude， stron8 disc1P11ne and attentiveness to my

　sug8estions not only made him a pleasure to work with， but above a11

　thevery evident andexcellent progre8s which he has made in these two

　months.

Without doubt， Nomura u8ed his experience here at Centro Lorenzo delMedicl

to it゛s fullest and l highly recommend him for any further trave1/study

or scholarships which he might pursue in the future.

Floienell 28th octobar 1988

懲台命ｗｙ
2.nOF.KJtherin● D●sjardins － drawing snd paintl・S

　　d●IM●dicl.

lall2 FIRENZE價乱IAI，VIAIICASOLI.91ula DIMol －TII.|●15)2S31●2－2li14j・26jj14・T･.lj7j●71M.dki
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